
仕様基準を用いる
省エネ関係図書作成のきほん

~「設計図書作成マニュアル」の解説~

【2025年省エネ基準適合義務化!】



住宅：資料ライブラリー - 国土交通省 (mlit.go.jp)

設計・監理資料集

木造戸建て(仕様基準)住宅事例
第1章 設計図書作成マニュアル

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/04.html


1,はじめに



1,はじめに

2025年4月~
原則全ての新築等に係る建築物について、
建築物エネルギー消費性能基準（省エネ基準）への適合が義務化

設計図書において、

省エネ基準に係る建材や設備の仕様等の明示が必要に



1,はじめに
1-2,設計図書への記載事項・
記載する設計図書の例

さらに必要に応じて、
 

外皮・設備性能の根拠となる
資料添付(カタログや自己宣言書など)

が必要

※記載する設計図書等は例示であり、他の図書に

必要事項が明示されている場合はこの限りではない。



2,記載事項の具体的内容



2-1,外皮(開口部以外)

記載方法は2パターン

①熱貫流率基準

②断熱材熱抵抗基準

通気層有りの場合



2-1,外皮(開口部以外)

記載方法は2パターン

①熱貫流率基準

建研技術情報に公開する計算法に則り、算定

②断熱材熱抵抗基準

断熱材の厚さ/当該断熱材の熱伝導率

通気層有りの場合



2-1,外皮(開口部以外) -記載事項

仕様基準の対象部位

建築物の種類

部位の構造及び工法

断熱材の施工法、厚さ

部位の熱貫流率
or

部位の断熱材の熱抵抗値

①

②

③

④

⑤



2-1,外皮 -熱貫流率基準

熱貫流率基準を用いる場合は
計算シートを利用すると簡便

 

・仕様基準の対象部位
・対象部位の熱伝導率、厚さ
・熱橋面積比
・熱伝達抵抗 を入力(黄色のセル)

住宅性能評価・表示協会が配布している
部位U値計算シート(Excelファイル)



2-1,外皮 –断熱材熱抵抗基準

断熱材熱抵抗基準の場合、仕様書に熱抵抗値を記載



2-1,外皮 -記載例

複合住宅の場合、住戸の同様の熱的環境となる室との

境界には仕様基準が適用されないが、

一定の断熱施工を行うことが望ましい。



2-1-1,外皮(開口部)

開口部の記載項目は場合によって異なるが、

①窓の熱貫流率

②窓の日射遮蔽性能

③ドアの熱貫流率 (大部分がガラスで構成されている場合は窓として扱うことがあり)

の3つを求める必要がある。



2-1-1,外皮(開口部)

窓の熱貫流率を求める方法は5つ

建具及びガラスの仕様に基づく窓の熱貫流率
(建研技術情報に定める方法)

建具の仕様及びガラスの熱貫流率に基づく窓の熱貫流率
(建研技術情報に定める方法)

JIS等に基づく試験や計算により求めた窓の熱貫流率

JIS等に基づく試験や計算の結果を用いて
建研技術情報により求めた窓の熱貫流率

①

②

③

④



2-1-1,外皮(開口部)

建具及びガラスの仕様に基づく窓の熱貫流率
(建研技術情報に定める方法)

建具の仕様及びガラスの熱貫流率に基づく窓の熱貫流率
(建研技術情報に定める方法)

JIS等に基づく試験や計算により求めた窓の熱貫流率

JIS等に基づく試験や計算の結果を用いて
建研技術情報により求めた窓の熱貫流率

①

②

③

④

窓の熱貫流率を求める方法は5つ



2-1-1,外皮(開口部)

試験成績書等:
JIS等に基づく試験成績書や計算書、製造者による自己宣言書など



2-1-1,外皮(開口部)
窓の日射遮蔽性能を示す方法は以下の6つ

建具及びガラスの仕様に基づく窓の日射熱取得率
(建研技術情報に定める方法)

建具の仕様及びガラスの日射熱取得率に基づく窓の日射熱取得率
(建研技術情報に定める方法)

JIS等に基づく試験や計算により求めた窓の日射熱取得率

JIS等に基づいて算定されたガラスの日射熱取得率

付属部材（紙障子、外付けブラインド等）の設置

ひさし、軒等の設置

①

②

③

④

⑤

⑥



2-1-1,外皮(開口部)

①

②

③

④

⑤

⑥

建具及びガラスの仕様に基づく窓の日射熱取得率
(建研技術情報に定める方法)

建具の仕様及びガラスの日射熱取得率に基づく窓の日射熱取得率
(建研技術情報に定める方法)

JIS等に基づく試験や計算により求めた窓の日射熱取得率

JIS等に基づいて算定されたガラスの日射熱取得率

付属部材（紙障子、外付けブラインド等）の設置

ひさし、軒等の設置

窓の日射遮蔽性能を示す方法は以下の6つ



2-1-1,外皮(開口部)



2-1-1,外皮(開口部)

建具の仕様

ガラスの仕様

Low-E日射区分



2-1-1,外皮(開口部)

ドアの熱貫流率を示す方法は以下4つ

戸・枠及びガラスの仕様に基づく窓の熱貫流率
(建研技術情報に定める方法)

戸・枠及びガラスの熱貫流率に基づく窓の熱貫流率
(建研技術情報に定める方法)

JIS等に基づく試験や計算により求めたドアの熱貫流率

JIS等に基づく試験や計算の結果を用いて
建研技術情報により求めたドアの熱貫流率

①

②

③

④



2-1-1,外皮(開口部)



2-1-1,外皮(開口部) -記載例

表1.2.2②及び表1.2.3②以降の方法を用いる場合、
ガラスや建具全体の熱性能値の根拠となる詳細な

建具仕様等や、具体の熱性能値の値などを
設計図書等に示すことが必要となる



2-2・3, 冷暖房設備 完了検査時点で設置されない場合、性能等の記載は不要

住戸全体を冷暖房or居室のみを冷暖房

を記載

1,冷暖房方式

2,冷暖房設備の種類及びその効率



2-2・3, 冷暖房設備

ルームエアコンの性能は左表を用いて
区分(い),(ろ),(は)で適否判断することが主

冷暖房方式と設備の種類・効率を明示

エネルギー消費効率=定格冷房能力/定格冷房消費電力



2-2・3, 冷暖房設備

居室のみの暖房方式で、一つの居室に複数種類の暖房を設置する場合、
優先順位が定められているため注意



2-2・3, 冷暖房設備 -記載例



2-4, 換気設備

を記載

1,比消費電力

2,換気方式

3,ダクトの内径

4,電動機の仕様

比消費電力=消費電力/換気量

ダクト式or壁式



2-4, 換気設備

ダクト長が1m未満⇒壁付
1m以上⇒ダクト式



2-5, 照明設備 完了検査時点で設置されない場合、性能等の記載は不要

仕様基準においては
非居室の照明設備が対象
(居室の照明設備は記載不要)



2-6, 給湯設備

1,給湯器の種類

2,給湯器の効率等

を記載

エコキュートの場合：
電気ヒートポンプ給湯器

エコキュートの場合：
JIS効率



3,おわりに



3-1, 仕様書 -記載例



3,仕様基準関係資料

木造戸建て住宅の
仕様基準ガイドブック
 

【省エネ基準編】

住宅：資料ライブラリー - 国土交通省 (mlit.go.jp)

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/04.html

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/04.html


引き続きセミナーをご覧ください。
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